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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第３四半期
連結累計期間

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

売上高 (千円) 1,604,016

経常利益 (千円) 338,472

親会社株主に帰属する
四半期純利益

(千円) 234,466

四半期包括利益 (千円) 185,191

純資産額 (千円) 1,111,170

総資産額 (千円) 1,873,417

１株当たり四半期純利益 (円) 64.92

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

(円) －

自己資本比率 (％) 59.3

回次
第15期

第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 15.71

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は2019年12月17日開催の取締役会決議に基づき、2020年１月10日付で株式1株につき300株の株式分割を

行っておりますが、当連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を

算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。
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２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、堅調な雇用情勢と企業業績の改善が継続するなか、本年10月

の消費増税前の駆け込み需要、消費増税後の反動及び大型台風等の影響により、依然として先行きは不透明な状況

が続いております。また、輸出の低迷が一部に見られ、先行きについては、米中の貿易摩擦やイギリスのEU離脱問

題など、世界経済の不透明な状況は続いております。

　2018年度経済産業省「電子商取引に関する市場調査」によると、当社グループの事業分野であるBtoC-EC市場規模

は前年比8.96%増の17兆9,845億円となりうち物販系分野は前年比8.12%増の9兆2,992億円となりました。

　このような状況下において、当社グループのECプラットフォーム事業における売上高は1,604,016千円、営業利益

は275,096千円、経常利益は338,472千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は234,466千円となりました。

　財政状態は次のとおりであります。

　総資産につきましては、1,873,417千円となり、前連結会計年度末に比べ215,552千円減少いたしました。流動資

産は914,998千円となり、前連結会計年度末に比べ210,527千円減少いたしました。これは、主に現金及び預金が

193,754千円減少したことによるものであります。

　固定資産は958,418千円となり、前連結会計年度末に比べ5,025千円減少いたしました。これは、主に投資その他

の資産が27,570千円減少したことによるものであります。

　負債につきましては、762,246千円となり、前連結会計年度末に比べ53,243千円減少いたしました。これは、主に

繰延税金負債が20,953千円減少したことによるものであります。

　純資産につきましては、1,111,170千円となり、前連結会計年度末に比べ162,308千円減少いたしました。これは、

主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加があったものの、自己株式の消却により、利益剰余金が

113,033千円減少したことによるものです。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の61.0%から59.3%となりま

した。

　なお、当社は、ECプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付けた記載を行っ

ておりません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,156

計 48,156

（注） 2019年12月17日開催の取締役会決議に基づき、2020年１月10日付で株式分割に伴う定款変更が行われ、普通

株式の発行可能株式総数は14,398,644株増加し、14,446,800株となっております。

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年 12月 31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年 ２月 14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,039 3,611,700 非上場

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら制限のない当社におけ
る標準となる株式であります。
なお、単元株式数は100株であり
ます。

計 12,039 3,611,700 ― ―

　 (注) 2019年12月17日開催の取締役会決議により、2020年1月10日付で普通株式１株につき300株の株式分割を

行っております。これにより発行済株式総数は3,599,661株増加し、3,611,700株となっております。

　 また、同日付で１単元を100株とする単元株制度を採用しております。

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　 該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高

(千円)

2019年10月25日
Ａ種優先株式

△400
12,039 ― 100,000 ― 50,000

(注) １. Ａ種優先株式400株を買入消却

　 ２. 2019年12月17日開催の取締役会決議により、2020年１月10日付で株式分割（１:300）を行い、発行済株式総

数が3,599,661株増加し、3,611,700株となっております。

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,039 12,039
完全議決権株式であり、権利内容に何
ら制限のない当社における標準となる
株式であります。

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 12,039 ― ―

総株主の議決権 ― 12,039 ―

(注) 2019年12月17日開催の取締役会決議により、2020年1月10日付で普通株式１株につき300株の株式分割を

行っております。これにより発行済株式総数は3,599,661株増加し、3,611,700株となっております。

　 また、同日付で１単元を100株とする単元株制度を採用しております。

② 【自己株式等】

2019年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
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２ 【役員の状況】

前事業年度の定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　（１）新任役員

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式
数(株)

就任年月日

取締役
兼

管理本部長
田中 耕一 1958年３月30日

1982年４月 野村證券㈱入社

(注) －
2019年12
月17日

2016年４月 ㈱パスポート入社 執行役員管理部長

2017年９月 ㈱ドレープフィーチャリング 取締役兼任

2018年10月 当社入社

2018年11月 ㈱レゴリス 非常勤監査役就任

2019年12月 当社 取締役兼管理本部長（現任）

(注) 取締役の任期は、2019年12月17日開催の臨時株主総会終結の時から、2021年3月期に係る定時株主総会終結の時

までであります。

（２）退任役員

役職名 氏名 退任年月日

取締役
兼

管理本部長
田原 悠史 2019年12月17日

（３）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性６名 女性０名(役員のうち女性の比率０％)
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」 (2007年内閣府令第

64号。)に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２

第１項の規定に準じて、第３四半期連結会計期間(2019年10月１日から2019年12月31日まで)及び第３四半期連結累計

期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人によ

る四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 687,690

売掛金 142,381

仕掛品 10,838

前払費用 72,085

その他 3,172

貸倒引当金 △1,169

流動資産合計 914,998

固定資産

有形固定資産 85,059

無形固定資産 189,786

投資その他の資産

投資有価証券 560,123

その他 131,978

貸倒引当金 △8,528

投資その他の資産合計 683,573

固定資産合計 958,418

資産合計 1,873,417
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 40,874

短期借入金 120,000

前受金 301,472

未払法人税等 23,894

賞与引当金 11,879

その他 170,484

流動負債合計 668,606

固定負債

繰延税金負債 54,956

資産除去債務 33,376

その他 5,308

固定負債合計 93,640

負債合計 762,246

純資産の部

株主資本

資本金 100,000

資本剰余金 50,000

利益剰余金 734,417

株主資本合計 884,417

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 226,753

その他の包括利益累計額合計 226,753

純資産合計 1,111,170

負債純資産合計 1,873,417
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

売上高 1,604,016

売上原価 686,166

売上総利益 917,849

販売費及び一般管理費 642,753

営業利益 275,096

営業外収益

受取利息 21

受取配当金 63,124

その他 2,128

営業外収益合計 65,274

営業外費用

支払利息 663

為替差損 1,212

その他 23

営業外費用合計 1,898

経常利益 338,472

特別利益

投資有価証券売却益 18,995

特別利益合計 18,995

税金等調整前四半期純利益 357,467

法人税、住民税及び事業税 116,265

法人税等調整額 6,735

法人税等合計 123,001

四半期純利益 234,466

親会社株主に帰属する四半期純利益 234,466
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

四半期純利益 234,466

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △49,275

その他の包括利益合計 △49,275

四半期包括利益 185,191

(内訳)

親会社株主に係る四半期包括利益 185,191

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　 該当事項はありません。
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(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

減価償却費 39,778千円

のれんの償却額 500千円
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(株主資本等関係)

１．株主資本の著しい変動

　 当社は、2019年６月26日開催の株主総会決議及び2019年10月18日開催の取締役会決議に基づき、自己株式400株の取

得を行っております。

　 また、当社は、2019年10月18日開催の取締役会決議に基づき、同自己株式400株の消却を行っております。

　 この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が347,500千円増加、利益剰余金及び自己株式がそれぞれ

347,500千円減少し、第３四半期連結会計期間末において利益剰余金が734,417千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　 当社グループの事業セグメントは、ECプラットフォーム事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、

セグメント情報の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

１株当たり四半期純利益 64円92銭

(算定上の基礎)

　親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 234,466

　普通株主に帰属しない金額(千円) －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
　(千円)

234,466

　普通株式の期中平均株式数(株) 3,611,700

(注）１．2019年12月17日開催の取締役会決議に基づき、2020年１月10日付で普通株式1株につき300株とする

　 株式分割を行いましたが、当連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり

　 当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益を算出しております。

　 ２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりま

　 せん。
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(重要な後発事象)

（株式分割及び単元株制度の採用）

当社は2019年12月17日開催の取締役会にて、株式分割を行う旨を決議するとともに、単元株制度の導入に

関する定款の一部変更について決議しております。

１．株式分割、単元株制度採用の目的

　当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げ、当社株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図ることを目

的として株式分割を実施するとともに、１単元を100株とする単元株制度を採用いたしました。

２．株式分割の概要

（1）分割方法

　2020年１月９日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有株式数を、普通株式１株につき300株の

割合をもって分割する。

（2）分割により増加する株式数

　株式分割前の発行済株式総数 12,039株

　今回の株式分割により増加する株式数 3,599,661株

　株式分割後の発行済株式総数 3,611,700株

　株式分割後の発行可能株式総数 14,446,800株

（3）株式分割の日程

　公告日 2019年12月25日

　基準日 2020年１月９日

　効力発生日 2020年１月10日

（4）１株当たり情報に与える影響

「１株当たり情報」は、当該株式分割が当連結会計年度の期首に行われたものと仮定して算出しており、こ

れによる影響については、当該箇所に反映されております。

３．単元株制度の採用

　単元株制度を採用し、普通株式の単元株式数を100株といたしました。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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